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江
東
区
は
、
震
災
と
戦
災
に
よ
り
、
大
き

く
街
並
み
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
何
気

な
く
歩
く
道
も
、
復
興
の
な
か
で
新
し
く
造

ら
れ
た
道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
で
、

大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
道
標
は
、
江
戸
の
道

を
示
し
て
く
れ
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　

本
誌
２
５
０
・
２
５
１
号
に
わ
た
り
、
亀
戸

の
浅
間
神
社
の
道
標
（
写
真
②
）
の
正
面
に

刻
ま
れ
て
い
る
「
富
士
せ
ん
げ
ん
・
亀
戸
天

神
・
六
阿
み
だ
・
あ
さ
く
さ
」
を
手
が
か
り
に
、

新
旧
の
地
図
を
に
ら
み
な
が
ら
古
道
を
訪
ね

て
き
ま
し
た
。
亀
戸
の
古
道
探
訪
は
今
回
で

終
わ
り
ま
す
が
、
古
道
探
訪
は
完
結
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
散
歩
が

て
ら
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

【
写
真
】

①
鬼
子
母
神
道
道
標

 （
東
砂
１
―
４
―
６ 

上
妙
寺
）

② 

富
士
せ
ん
げ
ん
・
亀
戸
天
神
・
六
阿
み
だ
・

あ
さ
く
さ
道
道
標　

享
和
元
年
在
銘

（
亀
戸
９
―
15
―
７ 

浅
間
神
社
）

③
五
百
羅
漢
道
標　

文
化
２
年
再
建
銘

（
猿
江
２
―
16 

小
名
木
川
橋
橋
台
地
）

　

※
本
誌
２
５
７
号
で
紹
介
。

④
六
阿
弥
陀
道
道
標　

延
宝
７
年
在
銘

（
亀
戸
４
―
48
―
３ 

常
光
寺
）

⑤
木
下
川
や
く
し
み
ち
道
標　

宝
暦
11
年
在
銘

（
亀
戸
３
―
39 

境
橋
橋
台
地
）

　

現
在
、
シ
ー
ト
で
保
護
。

※
主
な
道
標
で
す
（
区
有
形
民
俗
文
化
財
）。
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江東区地域振興部
文化観光課文化財係

○道しるべに誘われて
○江東の古道をゆく③
　常光寺、亀戸天神への道
○江戸の町内探訪⑤（後編）
　海辺大工町⑵
○江東歴史紀行
　開発者の系譜～海辺新田～
○煉瓦に刻まれた歴史
　東京市電気局
　　深川倉庫跡採取の煉瓦
○江東区芭蕉記念館企画展
　◆近現代の作家と文化人～詩歌の世界～
　◆和本にみる芭蕉・芭蕉庵
　◆山鹿文子の布絵『おくのほそ道』

道しるべに誘われて
道に迷ったとき、あなたならどうしますか。
江戸時代、往来の人 に々道を示してくれたものに
道標（道しるべ）があります。
道標や地図を頼りに、街中に江戸の古道を訪ねてみませんか。

①鬼子母神道道標

③五百羅漢道標
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②富士せんげん・亀戸天神・
　六阿みだ・あさくさ道道標
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道標や地図を頼りに、街中に江戸の古道を訪ねてみませんか。
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前
回
（
本
誌
２
５
１
号
）
に
続
い
て
、
浅

間
神
社
（
亀
戸
9
）
境
内
の
道
標
が
案
内
す

る
江
戸
時
代
の
古
道
を
訪
ね
ま
す
。
今
回
は
、

亀
戸
中
央
公
園
か
ら
、
水
神
社
（
亀
戸
4
）

を
へ
て
、
常
光
寺
（
同
4
）、
亀
戸
天
神
（
同

3
）
へ
と
続
く
道
を
歩
き
ま
す
。

亀
戸
の
古
道

　

ま
ず
、
今
回
訪
ね
る
古
道
を
江
戸
時
代
の

絵
図
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
左
の
天

明
元
年
（
１
７
８
１
）「
本
所
・
深
川
割
絵
図
」

（
区
教
育
委
員
会
所
蔵
）
に
は
、
竪
川
の
六

ツ
目
か
ら
亀
戸
天
神
方
面
へ
向
か
う
道
筋
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
絵
図
は
、
道
標
が
建
て

ら
れ
た
享
和
元
年
（
１
８
０
１
）
か
ら
20
年

前
の
も
の
で
す
か
ら
、
当
時
の
道
筋
を
示
し

て
い
る
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

道
は
中
川
・
北
十
間
川
に
沿
う
よ
う
に
水

神
社
ま
で
通
っ
て
い
ま
す
。
道
標
に
は
「
富

士
せ
ん
げ
ん
・
亀
戸
天
神
・
六
阿
み
だ
・
あ

さ
く
さ
」（
1
頁
写
真
②
）と
あ
り
ま
す
の
で
、

絵
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
道
は
水
神
社
か

ら
二
筋
に
分
か
れ
、
亀
戸
天
神
へ
行
く
道
筋

と
、
六
阿
弥
陀
（
常
光
寺
）・
浅
草
へ
行
く

道
筋
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

道
は
亀
戸
の
公
園
を
通
る

　

京
葉
道
路
か
ら
Ｊ
Ｒ
総
武
本
線
に
向
か

う
、
現
在
亀
戸
7
丁
目
と
9
丁
目
の
境
に

な
っ
て
い
る
道
が
古
道
の
道
筋
で
す
。

　

写
真
①
は
、
亀
戸
7
―
26
と
9
―
37
の
間

を
通
る
道
を
総
武
本
線
の
高
架
に
向
か
っ

て
写
し
た
も
の
で
す
。
高
架
に
向
か
っ
て

左
に
カ
ー
ブ
す
る
様
子
は
、
明
治
13
年

（
１
８
８
０
）
の
地
図
「
東
京
近
傍
東
部
」（
陸

地
測
量
部
）
に
描
か
れ
て
い
る
道
筋
と
変
わ

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
架
を
く
ぐ

り
、
亀
戸
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
前

か
ら
、
水
神
社
方

面
を
望
む
と
（
写

真
②
）、
亀
戸
中

央
公
園
を
貫
通
す

る
形
で
、
道
は
丸

八
通
り
ま
で
ま
っ

す
ぐ
に
続
い
て
い

ま
す
。
公
園
は
、

昭
和
55
年
、
日
立

製
作
所
亀
戸
工
場

の
跡
地
に
開
園
し

ま
し
た
。

　

道
を
進
む
と
、

丸
八
通
り
と
の
交
差
点
に
出
ま
す
。
交
差
点

か
ら
北
十
間
川
ま
で
の
間
の
丸
八
通
り
は
、

か
つ
て
あ
っ
た
水
路
が
道
筋
で
す
。「
江
戸

方
角
安
見
図
」（
延
宝
８
年
・
１
６
８
０
）

を
見
る
と
、
こ
の
水
路
と
北
十
間
川
・
中
川

に
は
さ
ま
れ
た
土
地
に
は
、「
本
田
下
野
守

蔵
や
し
き
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
多
下

野
守
は
、
当
時
陸
奥
国
白
河
藩
主
で
あ
っ
た

本
多
忠
平
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
前
回
で
触

れ
た
亀
戸
の
旧
家
牧
野
家
が
所
有
し
て
い
た

「
対
馬
屋
敷
」
の
西
側
が
「
本
多
屋
敷
」
と

呼
ば
れ
て

い
た
こ
と

か
ら
、
本

多
家
の
屋

敷
地
は
、

現
在
の
亀

戸
9
―
27

と
35
の
境

で
あ
る
道

ま
で
ひ
ろ

が
っ
て
い

た
と
み
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
、
大
部
分
が
公

園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
末
年
に
描
か
れ
た
水
神
社

　

丸
八
通
り
か
ら

亀
戸
水
神
駅
そ
ば

の
踏
切
を
越
え
、

水
神
社
へ
向
か
い

ま
す
。
水
神
社
に

行
き
当
た
る
と
、

こ
こ
で
道
は
二
筋

に
分
か
れ
ま
す

（
写
真
③
）。

　

次
頁
の
絵
は
、
明
治
末
年
に
描
か
れ
た
と

い
う
「
水
神
森
屏
風
」（
6
曲
1
隻
、
区
教

育
委
員
会
所
蔵
）
の
第
1
扇
（
部
分
）
で
す
。

図
の
中
央
に
は
、
小
高
い
築
山
の
上
に
石
祠

が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
社
殿
は
昭
和

35
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
（『
東
京
亀

戸
水
神
宮
再
建
の
あ
ゆ
み
』）。
水
神
社
の
手

前
に
は
、
古
道
が
描
か
れ
、
江
戸
時
代
の
道

の
景
観
が
う
か
が
え
ま
す
。
道
の
途
中
に
は
、

画
面
右
側
へ
伸
び
る
水
路
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
水
路
が
後
の
丸
八
通
り
の
道
筋
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

水
神
社
に
向
か
っ
て
右
側
を
通
る
道
を
行

く
と
、
木
に
隠
れ
て
い
ま
す
が
、
常
光
寺
の

本
堂
と
み
ら
れ
る
瓦
屋
根
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
左
側
の
道
を
行
く
と
右
側
に
は
浄
心
寺
・

宝
蓮
寺
、
奥
に
は
香
取
神
社
・
亀
戸
天
神
、

そ
し
て
天
神
橋
が
見
え
ま
す
。

常
光
寺
、亀
戸
天
神
へ
の
道

常
光
寺
、亀
戸
天
神
へ
の
道

江
東

3

古
道

の

を
ゆ
く

1
2

3

京葉道路

丸
八
通
り

京葉道路

丸
八
通
り

水
神
社

水
神
社

中　川

北十間川

←浅草

←
亀
戸
天
神

浅
間
神
社

水
神
社

竪川 六ッ目

常光寺

①

②

③
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常
光
寺
か
ら
北
十
間
川
へ
出
る

　

水
神
社
右
側
の
道
を
行
く
と
、
蔵
前
橋
通

り
に
出
ま
す
。
歩
道
橋
で
通
り
を
越
え
、
常

光
寺
へ
向
か
い
ま
す
（
写
真
④
）。
常
光
寺

の
正
門
の
前
を
通
る
左
側
の
道
で
は
な
く
、

右
側
の
常
光
寺
と
都
立
江
東
商
業
高
校
の
間

の
細
い
道
を
行
き
ま
す
。
す
ぐ
に
北
十
間
川

沿
い
の
道
に
出
ま
す
（
写
真
⑤
）。
こ
の
道

筋
が
江
戸
時
代
の
主
要
道
と
み
ら
れ
ま
す
。

写
真
を
撮
っ
て
い
た
時
、
車
が
ひ
ん
ぱ
ん
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

常
光
寺
は
江
戸
六
阿
弥
陀
め
ぐ
り
の
6
番
目

と
し
て
知
ら
れ
、境
内
に
は
「
六
阿
弥
陀
道
道
標
」

（
1
頁
写
真
④
）

が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
道
標
は
、

写
真
⑤
の
立
ち

位
置
側
に
、
正

面
を
川
に
向
け

て
建
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

北
十
間
川
沿
い
の
道
を
西
方
向
に
進
む

と
、
明
治
通
り
と
交
差
し
ま
す
。
右
手
の
福

神
橋
を
渡
れ
ば
吾
嬬
神
社
（
墨
田
区
）
へ
、

左
手
に
行
け
ば
香
取
神
社
（
亀
戸
3
）
が
見

え
ま
す
。
吾
嬬
神
社
と
北
十
間
川
が
描
か
れ

て
い
る
『
江
戸
名
所
図
会
』
挿
絵
（
左
図
）

は
墨
田
区
側
で
す
が
、
江
東
区
側
の
道
の
様

子
も
同
じ
よ
う
な
景
観
で
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

明
治
通
り
を
越
え
て
浅
草
通
り
に
入
り
、

ほ
ど
な
く
右
手

に
境
橋
が
見
え

ま
す
（
写
真

⑥
）。
橋
の
た

も
と
に
は
江
戸

時
代
よ
り
「
木

下
川
や
く
し
み

ち
道
標
」（
1

頁
写
真
⑤
）
が

建
ち
、
境
橋
を

渡
っ
て
木
下
川

薬
師
（
浄
光
寺
・

葛
飾
区
、
大
正
8

年
に
現
在
地
に
移

転
）
へ
と
続
い
た

か
つ
て
の
参
詣
道

を
示
し
て
い
ま

す
。
左
手
に
行
け

ば
臥
龍
梅
で
有
名
な
「
梅
屋
敷
」（
史
跡
・

亀
戸
3
―
40
、
50
〜
53
）
が
あ
り
ま
し
た
。

浅
草
通
り
は
、
横
十
間
川
に
架
か
る
柳
島
橋

を
渡
っ
て
妙
見
堂
（
法
性
寺
、
墨
田
区
）
に

至
り
、
浅
草
へ
と
続
き
ま
す
。

水
神
通
り
か
ら
亀
戸
天
神
へ

　

水
神
社
に
戻

り
、
今
度
は
左
側

の
水
神
通
り
を
進

ん
で
行
き
ま
す

（
写
真
⑦
）。
通
り

は
明
治
通
り
に
向

か
っ
て
ま
っ
す
ぐ

に
続
い
て
い

ま
す
。
明
治

通
り
を
右
折

し
、
さ
ら
に

蔵
前
橋
通
り

を
左
折
す
れ

ば
、
亀
戸
天

神
は
も
う
す

ぐ
で
す
。

　

こ
れ
ら

の
道
筋
は
、
万
治
年
間
（
１
６
５
８
〜
６
１
）

以
降
の
本
所
深
川
開
発
に
と
も
な
っ
て
造
ら

れ
た
道
が
原
型
で
す
。「
本
所
・
深
川
割
絵
図
」

を
見
る
と
、
道
筋
が
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。『
江
戸
名
所
図
会
』

挿
絵
（
左
上
図
）
に
は
、
亀
戸
天
神
門
前
を

通
る
道
が
描
か
れ
、
横
十
間
川
に
架
か
る
天

神
橋
を
渡
れ
ば
墨
田
区
域
で
す
。

　

な
お
、
天
神
橋
の
手
前
を
右
折
す
る
と
、

萩
寺
（
龍
眼
寺
）
を
へ
て
柳
島
橋
に
た
ど
り

着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
今
回
で
亀
戸
の
古
道
は
終
わ
り
ま
す
。        

（
文
化
財
専
門
員　

栗
原 

修
）

北十間川北十間川

天神橋天神橋

天神橋天神橋 亀戸天神亀戸天神

香取神社香取神社
宝蓮寺宝蓮寺

常光寺常光寺
浄心寺浄心寺

水路水路

水神社水神社

5

6

4
3

7
水神社水神社

水神通り水神通り

常光寺常光寺

浄心寺浄心寺

宝蓮寺宝蓮寺

吾嬬神社吾嬬神社

亀戸天神亀戸天神

明
治
通
り

明
治
通
り

香
取
神
社

香
取
神
社

龍
眼
寺

龍
眼
寺

蔵前橋通り蔵前橋通り

北十間川
北十間川
浅草通り
浅草通り

横
十
間
川

横
十
間
川

梅屋敷跡梅屋敷跡

柳島橋柳島橋

④

⑤

⑥⑦
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前
号
で
は
、
海
辺
大
工
町
の
歴
史
、
町
の

様
子
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
触
れ
た
よ
う
に
、
両
国
橋
の
防
災
へ
の
関

わ
り
が
、
町
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
転
機

と
な
り
ま
し
た
。
今
号
も
『
御
府
内
備
考
』

の
記
述
に
し
た
が
い
、
前
号
の
最
後
に
取
り

上
げ
た
「
両
国
橋
御
役
舟
艀
下
宿
仲
間
」（
以

下
「
艀
下
宿
仲
間
」）
の
お
話
か
ら
は
じ
め

ま
し
ょ
う
。

3
、「
艀
下
宿
仲
間
」
に
つ
い
て

　

万
治
2
年
（
１
６
５
９
）
に
両
国
橋
が
架

け
ら
れ
、
代
官
伊
奈
半
十
郎
に
茶
船
（
艀
下

船
）
持
の
仲
間
と
し
て
出
火
・
出
水
の
際
に

両
国
橋
を
守
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
一
方
、
橋

際
で
の
稼
ぎ
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
前
号

で
記
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
が
下
る
に

し
た
が
い
、
海
辺
大
工
町
に
あ
っ
た
艀
下
宿

の
茶
船
持
仲
間
が
減
少
し
た
た
め
、
他
所
の

艀
下
宿
稼
業
の
者
を
仲
間
に
加
入
さ
せ
な
け

れ
ば
両
国
橋
を
守
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
文
化
11
年
（
１
８
１
４
）

5
月
に
町
奉
行
永
田
備
後
守
に
願
い
上
げ
、

翌
年
3
月
に
認
め
ら
れ
「
艀
下
宿
仲
間
」
を

結
成
し
た
の
で
す
。

　

減
少
の
理
由
は
、
も
と
も
と
小
名
木
川
が

掘
ら
れ
る
以
前
、
こ
の
辺
一
円
は
百
姓
地
で
、

深
川
村
に
も
舟
方
渡
世
の
者
が
多
く
い
ま
し

た
が
、
小
名
木
川
が
掘
ら
れ
る
と
、
向
い
の

深
川
村
に
は
武
家
地
が
多
く
な
り
、
舟
持
は

離
散
し
た
と
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
当
所
と

お
な
じ
渡
世
の
者
が
本
所
・
竪
川
通
、
神
田

川
辺
に
も
で
き
た
た
め
、「
渡
世
向
薄
罷
成
」

す
な
わ
ち
商
売
も
少
な
く
な
り
、「
退
散
」

す
る
人
が
出
た
た
め
、
海
辺
大
工
町
と
そ
の

周
辺
の
者
だ
け
で
は
、
両
国
橋
に
関
わ
る
勤

め
に
差
支
え
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

4
、
両
国
橋
へ
の
対
応
と
は
？

　

そ
れ
で
は
、
の
ち
に
「
艀
下
宿
仲
間
」
を

結
成
し
た
茶
船
持
仲
間
が
、
万
治
年
中

（
１
６
５
８
〜
６
１
）か
ら
勤
め
た
役
儀
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
出
水
の
場
合
は
、
水
主
60
人
迄
が

昼
夜
と
も
両
国
橋
に
詰
め
、
出
火
の
際
は
船

30
艘
に
水
主
が
乗
り
込
み
、
両
国
橋
に
詰
め

ま
し
た
。
普
段
は
、
奥
川
筋
（
北
関
東
）
な

ら
び
に
本
所
深
川
へ
の
往
来
諸
荷
物
の
積
み

送
り
稼
業
の
場
で
し
た
が
、
非
常
時
に
は
船

や
水
主
を
出
し
て
守
る
こ
と
が
義
務
ず
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
享
保
4
年
（
１
７
１
９
）
に
町

奉
行
支
配
に
な
る
と
、
渡
世
仲
間
は
「
両
国

御
役
舟
」
と
称
し
、
重
立
ち
の
者
3
・
4
人

が
小
頭
役
と
な
り
、
仲
間
の
こ
と
を
差
配
し

ま
し
た
。
そ
の
際
、
町
奉
行
は
、
両
国
橋
南

の
方
に
あ
っ
た
東
西
の
河
岸
の
う
ち
間
口
7

間
半
の
場
所
を
役
船
仲
間
の
稼
ぎ
場
と
定

め
、
さ
ら
に
東
詰
北
の
方
の
築
立
て
場
を
拝

領
し
、家
作
の
う
え「
役
船
会
所
」を
設
置
し
、

番
人
を
置
い
た
と
あ
り
ま
す
。

　

寛
保
2
年
（
１
７
４
２
）
の
大
水
害
後
に

は
、
町
奉
行
所
が
懸
り
と
な
っ
て
、
水
防
用

高
速
船
の
鯨
船
2
艘
が
仕
立
ら
れ
、
水
主
28

人
が
御
役
船
仲
間
の
者
に
振
り
分
け
ら
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
鯨
船
は
、
8
代
将
軍
徳

川
吉
宗
が
紀
州
の
海
で
活
躍
し
て
い
た
捕
鯨

船
に
似
せ
て
造
ら
せ
た
と
い
わ
れ
、
竪
川
一

之
橋
た
も
と
の
石
置
場
内
に
新
築
さ
れ
た
船

蔵
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
（「
下
町
文
化
」

２
５
４
号
掲
載
の
「
鯨
船
先
丸
の
打
直
し

と
木
場
の
目
利
き
」
参
照
）。
し
か
し
、「
古

来
」
よ
り
出
火
や
満
水
に
対
し
て
は
、
茶
船

持
・
艀
下
宿
渡
世
の
者
が
御
用
を
自
分
の
負

担
で
、
両
国
橋
へ
船
を
廻
し
、
鯨
船
水
主
も

町
内
の
船
乗
を
雇
い
入
れ
、
御
用
を
勤
め
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
「
艀
下
宿
仲
間
」
結
成
に
よ
る
役
船
仲
間

の
構
成
に
つ
い
て
、
久
染
健
夫
氏
は
「
当
初

大
半
を
占
め
て
い
た
と
み
ら
れ
る
海
辺
大
工

町
の
住
民
が
約
半
数
と
な
り
、
他
の
地
域
の

船
持
ち
が
参
入
し
た
」
と
し
た
う
え
で
、「
江

戸
の
流
通
量
の
増
大
と
と
も
に
、
江
戸
の
各

所
に
河
岸
地
が
生
ま
れ
、
艀
下
宿
・
船
宿
と

い
っ
た
同
業
者
が
増
加
し
た
こ
と
を
背
景
と

し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
（「
近
世

隅
田
川
の
架
橋
と
深
川
住
民
‐
橋
の
維
持
と

役
を
め
ぐ
っ
て
」『
江
東
区
文
化
財
研
究
紀
要
』

9
号
所
収
）。
そ
し
て
、「
艀
下
宿
仲
間
」
の

結
成
は
、
海
辺
大
工
町
周
辺
住
民
が
「
両
国

橋
周
辺
で
の
営
業
権
獲
得
・
継
続
の
た
め
に

も
両
国
橋
の
維
持
管
理
に
必
要
な
役
の
存
続

を
図
っ
て
い
た
」
と
し
て
い
ま
す
（
同
論
文
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
小
名
木
川
と
隅
田
川
の

合
流
地
点
に
あ
っ
た
海
辺
大
工
町
は
、
早
く

か
ら
流
通
の
拠
点
で
し
た
。
両
国
橋
の
み
な

ら
ず
、
新
大
橋
の
御
役
船
、
永
代
橋
の
懸
り

名
主
を
も
勤
め
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
隅
田

川
・
小
名
木
川
の
流
通
、
橋
維
持
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
海
辺
大
工
町
の
町
内
探
訪
を
終
わ

り
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　
　

出
口
宏
幸
）

海
辺
大
工
町
⑵

江
戸
の
町
内
探
訪
⑤
（
後
編
）

両国橋（部分、『江戸名所図会』）
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江
東
区
内
に
は
「
海
辺
」
と
い
う
地
名
が

あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
海
岸
線
か
ら
距
離
の

あ
る
地
域
に
な
っ
て
お
り
、「
海
辺
」
と
い

う
名
称
に
不
思
議
な
印
象
を
抱
く
方
も
お
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
地
名
は
、
江

戸
時
代
初
期
に
開
発
さ
れ
た
「
海
辺
新
田
」

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
海
辺
新
田

の
開
発
者
一
族
に
つ
い
て
、
史
料
（
過
去
帳
）

を
用
い
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

海
辺
新
田
の
開
発

　

徳
川
氏
の
関
東
入
国
後
、
小
名
木
川
が
開

削
さ
れ
、
そ
の
南
岸
に
広
が
る
茅
野
・
沼
地

も
開
発
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
に
よ
る
と
、
開
発
さ
れ
た
新
田
は

分
散
し
て
い
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
海
浜
に

面
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
海
辺
新
田
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
町
名
で
い
う
と
、

西
は
白
河
・
三
好
か
ら
古
石
場
、
東
は
南
砂

一
丁
目
と
い
う
広
い
範
囲
に
散
在
し
、
い
ま

の
江
東
区
海
辺
は
そ
の
一
部
分
に
な
り
ま
す
。

　

海
辺
新
田
の
開
発
者
は
、
次
郎
左
衛
門
・

平
右
衛
門
兄
弟
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
兄

弟
は
摂
津
出
身
と
み
ら
れ
、
兄
・
次
郎
左
衛

門
の
家
系
が
代
々
名
主
を
務
め
ま
し
た
。
深

川
村
の
分
郷
・
六
間
堀
の
開
発
者
で
も
あ
っ

た
彼
ら
は
、「
六
間
堀
村
野
之
口
」
に
住
ん

で「
野
口
」と
い
う
名
字
を
名
乗
り
ま
す（『
御

府
内
備
考
』）。

　

な
お
海
辺
新
田
の
内
で
は
町
場
化
し
て

い
っ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
海
辺
大
工

町
、
蛤
町
な
ど
（「
深
川
海
辺
町
」
と
総
称
）

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

海
辺
家
の
成
立

　

寛
保
元
年
（
１
７
４
１
）、
初
代
・
次
郎

左
衛
門
の
子
孫
に
あ
た
る
次
郎
右
衛
門
（
吉

郎
兵
衛
が
改
名
）
が
名
主
役
を
退
役
し
ま
す

（
理
由
不
詳
）。
そ
の
あ
と
名
主
役
に
就
い
た

の
が
、
開
発
者
兄
弟
の
一
方
で
あ
る
平
右
衛

門
の
子
孫
、
八
左
衛
門
で
し
た
。
彼
は
名
字

を
「
海
辺
」
と
改
め
、
以
後
海
辺
家
が
名
主

役
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

海
辺
家
の
過
去
帳

　

海
辺
家
は
、
八

左
衛
門
以
降
も

代
々
存
続
し
、
現

在
は
区
外
に
お
住

ま
い
で
す
。
歴
史

資
料
と
し
て
は
過

去
帳
の
み
お
持
ち

と
い
う
こ
と
で
、

調
査
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

過
去
帳
の
形
状
は
写
真
の
よ
う
に
折
本

で
、
日
付
毎
に
戒
名
・
命
日
・
俗
名
・
享
年
・

続
柄
を
記
入
し
て
い
く
形
式
に
な
っ
て
お

り
、
全
体
で
七
一
人
の
戒
名
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
末
尾
に
は「
昭
和
五
拾
六
年
」と
あ
り
、

同
年
に
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
海
辺
家
当
主
を
務
め
た
人
物

に
つ
い
て
、
過
去
帳
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を

表
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
海

辺
と
改
姓
し
た
初
代
八
左
衛
門
は
「
髙
村
伊

右
衛
門
子
」
と
あ
り
、
養
子
で
あ
っ
た
と
み

ら
れ
ま
す
。
ま
た
五
代
目
八
左
衛
門
に
つ
い

て
は
実
名
（
諱
い
み
な）

も
記
さ
れ
、「
倍
賢
」
と
名

乗
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

年
代
が
古
い
ほ
ど
記
載
が
粗
く

な
り
、
特
に
初
代
八
左
衛
門
以
前

の
人
物
は
戒
名
と
命
日
し
か
判
明

し
ま
せ
ん
。
こ
の
う
ち
、
院
号
を

も
つ
男
性
は
九
人
見
出
さ
れ
ま
す
。

『
御
府
内
備
考
』
に
よ
る
と
、
先

述
の
平
右
衛
門
か
ら
同
書
編
纂
時

の
当
主
で
あ
る
四
代
目
八
左
衛
門

ま
で
「
十
二
代
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
（
略
系
図
参
照
）。
よ
っ
て
、
初
代
以
前

に
院
号
を
も
つ
男
性
九
人
の
う
ち
、
八
人
が

当
主
で
あ
っ
た
と
考
え
る
と
、
こ
の
記
述
に

合
致
し
ま
す
。
現
段
階
で
は
確
定
で
き
ま
せ

ん
が
、
九
人
の
戒
名
の
な
か
で
も
古
い
方
に
、

開
発
者
・
平
右
衛
門
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
と
み
ら
れ
ま
す
。

地
名
と
名
字

　

区
内
に
お
け
る
他
の
開
発
地
で
は
、
深

川
村
（
深
川
八
郎
右
衛
門
）、
相
川
町
（
相

川
新
兵
衛
）、
八
右
衛
門
新
田
（
八
右
衛
門
）

な
ど
、
開
発
者
の
名
前
に
由
来
す
る
地
名
が

複
数
存
在
し
ま
す
。
こ
の
点
は
、
江
戸
時
代

に
新
た
に
開
発
さ
れ
た
深
川
地
域
の
特
色
と

も
い
え
ま
す
。
対
し
て
海
辺
新
田
か
ら
名
字

を
採
っ
た
海
辺
家
に
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

開
発
者
一
族
と
地
域
と
の
関
係
解
明
が
、

今
後
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

藤
方
博
之
）

表　海辺家当主一覧
代数 没年 名前 院号

初代 延享元年
（1744）

八左衛門
（髙村伊右衛門子） 桃源院

2代 天明 6年
（1786） 八左衛門 義峯院

3代 享和元年
（1801） 八左衛門 古覚院

4代 天保 14 年
（1843） 八左衛門 興隆院

5代 明治 3年
（1870） 八左衛門倍賢 本清院

※ 初代～４代当主については、過去帳に代数が明記
されていないため、没年から代数を推測した。

開
発
者
の
系
譜

〜
海
辺
新
田
〜

開
発
者
の
系
譜

〜
海
辺
新
田
〜

江
東
歴
史
紀
行

野
口
家

海
辺
家

十
二
代

初
代

四
代

五
代

倍
賢

次
郎
左
衛
門

次
郎
右
衛
門

次
郎
左
衛
門

次
郎
右
衛
門

八
左
衛
門

八
左
衛
門
八
左
衛
門

平
右
衛
門

（略）
（七代略）

（二代略）

（
吉
郎
兵
衛
）

野口・海辺家略系図
『御府内備考』により作成
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平
成
22
年
4
〜
6
月
に
開
催
し
た
「
江
東

区
埋
蔵
文
化
財
展
」（
中
川
船
番
所
資
料
館
）

に
出
品
し
ま
し
た
、
白
河
1
│
7
地
点
採
取

の
煉
瓦
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、
新
た
に
判
明

し
た
事
を
加
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

煉
瓦
発
見
の
経
緯

　

平
成
22
年
1
月
、
本
地
点
に
お
い
て
、
集

合
住
宅
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
立
会
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
地
点
を
含
む
白

河
1
│
7
は
、「
干
鰯
場
（
銚
子
場
）
跡
」（
江

東
区
登
録
史
跡
№
27
）
で
あ
る
た
め
遺
跡
が

発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
が
、
調

査
の
結
果
、
遺
構
や
遺
物
は
確
認
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
施
工
担
当
者
か
ら
解

体
時
に
採
取
し
た
刻
印
の
あ
る
煉
瓦
を
保
管

し
て
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
、
こ
れ
を
当
係

に
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

煉
瓦
の
寸
法
は
長
さ
２
２
８
㎜
、
幅

１
１
３
㎜
、
厚
さ
62
㎜
を
測
り
、
一
部
火
膨

れ
と
欠
け
が
あ
り
ま
す
が
ほ
ぼ
完
形
で
す
。

胎
土
は
赤
褐
色
で
、
片
面
の
平ひ
ら
の
中
央
に
刻

印
を
配
し
ま
す
。
刻
印
は
二
重
円
で
、
内
側

の
円
に
は
「
風
車
」
状
の
意
匠
、
外
側
の
円

内
の
右
に
は
「
電
」、
左
に
は
「
路
」
の
漢

字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
刻
印
が
何
を

意
味
す
る
か
は
、
土
地
の
来
歴
を
調
べ
る
過

程
で
判
明
し
ま
し
た
。

昭
和
20
年
頃
ま
で
の
土
地
の
来
歴

　

調
査
地
点
を
含
む
一
帯
は
、
元
禄
9
年

（
１
６
９
６
）
に
干
鰯
場
と
な
り
ま
す
。
小

名
木
川
の
南
岸
に
面
し
、
敷
地
中
央
に
は
船

入
堀
が
構
築
さ

れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
場
所

に
は
、
数
軒
の

干
鰯
問
屋
が
あ

り
ま
し
た
が
、

明
治
に
な
る
と

初
代
岩
出
惣
兵

衛
が
こ
の
地
を

譲
り
受
け
、
問

屋
と
住
居
を
構

え
て
い
ま
し
た
。
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）

に
起
き
た
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
三
代
目
岩

出
惣
兵
衛
（
揚
休
）
は
こ
の
場
所
か
ら
小
松

町
二
丁
目
（
現
佐
賀
2
丁
目
）
に
移
転
し
ま

す
。

　

大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
刊
行
の
『
東
京

市
及
接
続
郡
部
地
籍
地
図
』（
東
京
市
区
調

査
会
）
を
見
る
と
、
東
大
工
町
１
│
1
、
6
、

8
〜
13
は
「
岩
出
惣
兵
衛
」
が
所
有
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
、
昭
和
9
年
（
１
９
３
４
）

刊
行
の
『
東
京
市
深
川
区
地
籍
図
』『
同
地

籍
台
帳
』（
内
山
模
型
製
図
社
）
で
は
、
岩

出
惣
兵
衛
が
所
有
し
て
い
た
土
地
（
白
河
1

│
4
・
7
）
に
は
「
東
京
市
電
気
局
深
川
倉

庫
」
お
よ
び
「
東
京
市
電
気
局
工
務
課 

深
川

軌
道
出
張
所
」
の
注
記
が
あ
り
、「
軌
道
用
地
」

と
し
て
「
東
京
市
」
が
所
有
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
（
図
１
の
範
囲
）。

東
京
市
電
気
局
の
深
川
倉
庫
に
つ
い
て

　

昭
和
5
年
測
量
、昭
和
12
年
修
正
の
「
一
万

分
一
地
形
図
」（
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
）

を
見
て
も
、
調
査
地
点
一
帯
に
は
「
電
気
局

倉
庫
」
と
の
注
記
が
あ
り
、
東
京
市
電
気
局

（
以
下
、
電
気
局
）
の
倉
庫
が
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
同
地
図
に
は
、
清
澄
通
り
に

敷
設
さ
れ
た
東
京
市
電
27
系
統
（
昭
和
21
年

以
降
は
23
系
統
）
の
軌
道
が
見
え
、「
清
澄
町
」

停
留
場
北
で
分
岐
し
た
引
き
込
み
線
の
軌
道

が
見
え
ま
す
。
軌
道
は
煉
瓦
発
見
地
点
の
南

西
で
あ
る
白
河
町
1
│
4
を
通
り
、
同
1
│

7
で
さ
ら
に
分
岐
し
、
船
入
堀
の
東
西
両
側

ま
で
到
達
し
て
い
ま
す
（
図
2
）。
国
土
地
理

院
で
所
蔵
し
て
い
る
陸
軍
撮
影
の
航
空
写
真

（
昭
和
17
年
3
月
18
日
）
で
は
、軌
道
や
建
物
、

資
材
等
が
確
認
で
き
ま
す
。『
電
気
局
三
十
年

史
』（
東
京
市
電
気
局
、
昭
和
15
年
）
掲
載
の

東
京
市
電
気
局 

深
川
倉
庫
跡
採
取
の
煉
瓦

煉
瓦
に
刻
ま
れ
た
歴
史

図3 「 倉庫所在及び其の概況」
『電気局三十年史』

（東京都立中央図書館蔵）掲載
図2　昭和12年の調査地点

「一万分一地形図」（国立国会図書館蔵）

図1　調査地点の位置

写真1　発見された煉瓦

小名木川小名木川

清澄庭園清澄庭園

清澄白河駅清澄白河駅

電気局の範囲電気局の範囲

調査地点調査地点

清
澄
通
り

清
澄
通
り
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表
（
図
3
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
14
年
時
点
で

こ
の
場
所
に
深
川
倉
庫
が
あ
り
、「
電
燈
電
路

材
料
」
を
貯
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。『
電
気
局
三
十
年
史
』
掲
載
の
職
制
（
昭

和
15
年
現
在
）
を
見
る
と
、
会
計
課
倉
庫
掛

の
管
轄
と
分
か
り
、『
東
京
市
電
気
局
員
録
』

（
交
通
新
報
社
、
昭
和
8
年
）
で
は
、
深
川
倉

庫
に
12
名
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

い
つ
深
川
倉
庫
が
設
置
さ
れ
た
か
に
つ
い

て
は
、典
拠
は
不
明
で
す
が
、『
江
東
区
年
表
』

（
江
東
区
役
所
、
昭
和
44
年
）
で
、
昭
和
元

年
（
１
９
２
６
）
2
月
27
日
、「
東
京
市
電

気
局
で
深
川
東
大
工
町
銚
子
場
付
近
の
土
地

を
買
い
入
れ
倉
庫
を
建
て
引
込
線
の
工
事
に

着
手
」と
見
え
ま
す
。
昭
和
18
年（
１
９
４
３
）

5
月
に
は
、
深
川
倉
庫
の
一
部
で
あ
る
深
川

白
河
町
1
―
1
に
白
河
国
民
学
校
の
新
校
舎

が
落
成
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
よ
り
前
ま
で

に
は
敷
地
が
縮
小
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま

す
。『
東
京
都
交
通
局
四
十
年
史
』（
東
京
都

交
通
局
、
昭
和
26
年
）
に
は
、「
電
車
事
業

建
物
戦
災
と
復
旧
状
況
」（
昭
和
26
年
3
月

調
べ
）
と
題
し
た
表
に
お
い
て
、
深
川
倉
庫

が
戦
災
で
４
１
５
坪
（
約
１
３
７
０
㎡
）
を

焼
失
し
た
と
見
え
ま
す
。
同
表
で
は
「
既
復

旧
坪
数
」
お
よ
び
「
仮
復
旧
」
の
欄
は
ハ
イ

フ
ン
で
示
さ
れ
て
お
り
、「
今
後
復
旧
所
要

額
」
に
は
金
額
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ

の
時
点
で
は
、
倉
庫
の
敷
地
は
あ
っ
た
も
の

の
復
旧
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
戦
後
初
め
て
の
住
宅
地
図
で
あ
る「
江

東
区
火
災
保
険
特
殊
地
図
」（
昭
和
27
〜
29

年
作
成
、
都
市
製
図
社
）
を
見
る
限
り
、
東

京
都
交
通
局
（
昭
和
18
年
に
東
京
市
電
気
局

か
ら
名
称
変
更
）
の
倉
庫
の
表
記
は
見
当
た

ら
な
い
の
で
、
こ
の
時
点
で
は
す
で
に
撤
退

し
て
い
た
と
推
定
で
き
ま
す
。

煉
瓦
の
用
途
と
事
例

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
煉
瓦
の
刻
印
内
円
の

意
匠
は
電
気
局
の
局
紋
、
同
外
円
の
文
字
は

「
電
路
」
と
読
み
、「
電
燈
電
路
材
料
」
の
一

部
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
電
気
局
の
刻
印
の
あ
る
煉
瓦
の

他
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

•
台
東
区
台
東
2
―
22
出
土
例

　

立
会
時
に
1
点
が
出
土
し
て
い
ま
す
﹇
小

俣
悟
氏
（
台
東
区
教
育
委
員
会
）、
中
野
高

久
氏
（
元
台
東
区
文
化
財
調
査
会
）
の
ご
教

示
に
よ
る
﹈。
な
お
、
出
土
地
点
西
の
昭
和

通
り
に
は
市
電
22
系
統
（
の
ち
21
系
統
）
の

軌
道
が
あ
り
ま
し
た
。

•
東
京
都
交
通
局
所
蔵
例

　

電
気
局
の
後
身
で
あ
る
東
京
都
交
通
局
で

は
、
3
点
の
煉
瓦
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
2
点
が
白
河
出
土
の
も
の
と
同

じ
刻
印
で
す
（
1
点
は
局
紋
の
み
）。
な
お
、

3
点
の
煉
瓦
は
、
平
成
23
年
7
〜
9
月
に
江

戸
東
京
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
東
京
の
交

通
１
０
０
年
博
」
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

•
港
区
芝
浦
所
在
例

　

港
区
の
船ふ
な

路じ

橋ば
し

南
橋
詰
（
芝
浦
4
―
22
地

先
）
の
路
面
に
17
点
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

し
て
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

こ
の
橋
は
芝

浦
4
丁
目
に

存
在
し
た
市

電
の
工
場
へ

渡
る
専
用
橋

で
、
平
成
19
年

ま
で
路
面
に

は
引
き
込
み

線
の
軌
道
が

残
っ
て
い
ま

し
た
。

•
埼
玉
県
草
加
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託
資
料
例

　

建
物
解
体
中
に

煉
瓦
5
点
が
発
見

さ
れ
、
こ
の
う
ち

4
点
に
刻
印
が
確

認
さ
れ
て
い
ま

す
。
所
蔵
者
の
お

話
し
（
伝
聞
）
に

よ
れ
ば
、「
東
京
駅

で
使
用
さ
れ
て
い

た
も
の
」
と
の
こ
と
で
す
。
草
加
市
周
辺
は
大

正
初
期
頃
、
煉
瓦
工
場
が
い
く
つ
か
造
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
伝
聞
情
報
に
よ
り
、
東
京
方

面
よ
り
持
ち
込
ま
れ
、
建
物
の
構
造
材
と
し

て
転
用
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
草
加
市
立

歴
史
民
俗
資
料
館　

大
嶋
定
氏
の
ご
教
示
）。

　

前
述
の
と
お
り
、
白
河
以
外
に
4
つ
の
事

例
が
管
見
の
限
り
確
認
で
き
ま
す
。
白
河
、

港
区
、
草
加
市
の
事
例
を
比
べ
る
と
、
刻
印

の
意
匠
は
同
じ
で
す
が
、
外
円
の
径
は
そ
れ

ぞ
れ
77
〜
80
㎜
、
69
〜
72
㎜
、
87
〜
93
㎜
と

ま
ち
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
漢
字
や
局
紋
な
ど

に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
た
め
、
数
種
類
の
刻

印
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
用
途
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
交
通
局
総

務
部
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
担
当
職
員
の
ご
教
示

に
よ
れ
ば
、
施
設
の
建
物
に
使
用
さ
れ
た
可
能

性
と
、
ケ
ー
ブ
ル
を
収
納
す
る
ト
ラ
フ
の
蓋
と

し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。 

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

図4　煉瓦刻印拓本（右）と東京市電気局局紋（左）
　　※局紋は『東京市電気局員録』（東京都立中央図書館蔵）掲載

写真2　港区芝浦4丁目所在煉瓦

写真3　埼玉県草加市の煉瓦
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現
在
開
催
中
の
企
画
展
で
は
、
3
つ
の

テ
ー
マ
で
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

【
近
現
代
の
作
家
と
文
化
人〜

詩
歌
の
世
界
〜
】

　

俳
句
は
、
明
治
時
代
に
独
立
し
た
文
芸
と

し
て
正
岡
子
規
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
展
示
は
、
そ
の
明
治
時
代
〜
昭

和
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
作
家
た
ち
の
作

品
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
説
『
金
色
夜
叉
』
の
尾
崎
紅
葉
、『
羅
生

門
』
や
『
鼻
』
の
芥
川
龍
之
介
。
私
達
は
教

科
書
や
文
庫
本
で
そ
の
長
い
物
語
を
知
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
展
示
作
品
は
、
小

説
と
は
異
な
っ
た
表
現
世
界
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
や
個
性
か
ら
、
彼
ら
の
違
っ
た

顔
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
そ
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

夏
目
漱
石
の
俳
句
「
白
菊
と
黄
菊
と
咲
い

て
日
本
哉
」　
『
吾
が
輩
は
猫
で
あ
る
』『
坊

ち
ゃ
ん
』
で
知
ら
れ
る
漱
石
は
、
俳
人
の
正

岡
子
規
と
深
い
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
松
山

中
学
校
に
て
教
師
を
し
て
い
た
20
代
後
半
頃

か
ら
本
格
的
に
俳
句
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

俳
号
は
愚
陀
仏
、
小
説
家
と
し
て
多
く
の
作

品
を
残
す
一
方
で
、
約
２
６
０
０
句
の
俳
句

を
残
し
て
い
ま
す
。

　

岡
本
綺
堂
の
俳
句
「
尺
八
を
聞
く
や
夜
寒

の
小
紫
」　
『
修
善
寺
物
語
』
を
書
い
た
綺
堂

は
、
本
名
を
啓
二
、
歌
舞
伎
な
ど
の
劇
作
家

と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー

ム
ズ
の
影
響
を
受
け
て
『
半
七
捕
物
帖
』
が

誕
生
し
、
中
国
や
イ
ギ
リ
ス
の
怪
奇
物
を
翻

訳
し
た
り
し
な
が
ら
、
外
国
文
化
の
影
響
を

受
け
た
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。

　

辰
野
隆
の
俳
句
「
才
を
弄
し
て
春
寒
き

ふ
と
こ
ろ
手
」　

今
回
初
の
展
示
作
品
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
隆
は
、
東
京
駅
や
国
技

館
の
設
計
で
有
名
な
辰
野
金
吾
の
長
男
で

す
。
父
と
は
違
う
道
の
文
学
研
究
を
志
し
、

東
京
帝
国
大
学
教
授
を
務
め
、
小
林
秀
雄
な

ど
文
学
者
を
育
て
あ
げ
ま
す
。
先
述
の
夏
目

漱
石
は
結
婚
式
に
出
席
す
る
程
の
親
交
が
あ

り
、
今
回
展
示
作
品
の
一
つ
で
あ
る
谷
崎
潤

一
郎
と
は
中
学
以
来
の
仲
で
あ
っ
た
り
と
、

当
時
の
文
学
者
た
ち
と
多
く
の
繋
が
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、か
つ
て
深
川
に
あ
っ
た
興
行
場
〝
深

川
座
〞
の
『
明
治
三
十
七
年
十
月
十
四
日
』

の
歌
舞
伎
番
付
も
初
公
開
し
ま
す
。
深
川
座

は
油
堀
川
近
く
の
清
澄
通
り
沿
い
に
位
置
し
、

明
治
30
年
に
開
場
、
芝
居
・
曲
芸
な
ど
を
興

行
し
ま
し
た
。
永
井
荷
風
の
「
深
川
の
唄
」

に
は
当
時
の
様
子
が
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
す

が
、
後
に
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
ま
し
た
。

本
資
料
は
興
行
主
が
宣
伝
用
に
配
っ
た
番
付

で
、
演
目
と
役
者
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
歌
舞
伎
と
い
う
繋
が
り
か
ら
、
八
代

目
市
川
中
車
や
初
代
中
村
吉
右
衛
門
ら
、
粋

な
歌
舞
伎
役
者
の
俳
句
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
今
回
の
展
示
で
は
、
作
家
や
文

化
人
と
し
て
私
達
が
知
っ
て
い
る
本
業
と
は

異
な
っ
た
知
ら
れ
ざ
る
横
顔
を
ご
覧
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
和
本
に
み
る
芭
蕉
・
芭
蕉
庵
】

　

芭
蕉
の
顔
は
知
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

が
、
後
世
の
人
々
は
様
々
な
芭
蕉
や
そ
の
庵

の
様
子
を
描
き
残
し
て
い
ま
す
。
作
品
を
見

な
が
ら
、
そ
の
人
と
な
り
を
想
像
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

前
期
企
画
展
に
て
好
評
だ
っ
た
た
め
、
今

回
は
会
期
を
延
長
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
山
鹿
文
子
の
布
絵
『
お
く
の
ほ
そ
道
』】

　

山
鹿
文
子
さ
ん
は
、
長
年
江
東
区
に
在
住

し
、70
歳
を
越
え
て
か
ら
、古
ぎ
れ
か
ら
「
布

絵
」
の
手
法
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
は
、

平
成
7
年
に
喜

寿
の
記
念
で
展

示
後
、
寄
贈
さ

れ
た
全
56
作
品

中
、
選
り
す
ぐ

り
の
34
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
企
画
展

4
月
21
日（
日
）ま
で

◆
近
現
代
の
作
家
と
文
化
人
〜
詩
歌
の
世
界
〜

◆
和
本
に
み
る
芭
蕉
・
芭
蕉
庵

◆
山
鹿
文
子
の
布
絵『
お
く
の
ほ
そ
道
』

◆
近
現
代
の
作
家
と
文
化
人
〜
詩
歌
の
世
界
〜

◆
和
本
に
み
る
芭
蕉
・
芭
蕉
庵

◆
山
鹿
文
子
の
布
絵『
お
く
の
ほ
そ
道
』

開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時（
最
終
入
館
４
時
３０
分
）

休
　
館
　
日

第
２・４
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
火
曜
日
が
休
館
） 

入

館

料

大
人
2
0
0
円・小
中
学
生
５０
円

問

合

せ

☎
０
３（
３
６
３
１
）１
４
４
８

夏
目
漱
石　

短
冊

渡辺崋山　芭蕉像

山鹿文子　布絵『おくのほそ道』
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